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令和７年３月１４日 

京都市行財政局管財契約部契約課  

 

   令和７年度向け入札・契約制度の運用の見直しについて 

 

１ 入札制度の運用の見直し 

(1) 工事の入札期間前に違算等が判明した場合の対応の一部変更の試行の拡大 

 入札期間前に違算等が判明した場合、対応方法等を周知することで入札の公平性を確保

できるときは、続行することがあります。 

 しかし、設計図書への質問を受け付けておらず、かつ、参加可能業者を特定できない入

札（種目や格付等級を限定しない入札）では、周知方法がないため、入札を中止することを原

則としつつ、入札中止・入札やり直しによる参加者の負担や工事等の遅れを防ぐため、土

木工事等においては、入札期間初日の５開庁日前までに入札情報館にその旨を掲載して続

行できる取扱いを試行しています。 

 令和７年度から、入札期間初日の５開庁日前までに入札情報館にその旨を掲載して続行

できる取扱いの試行を測量・土木設計等に拡大します。 

 現行 令和７年度から 

設計図書への質問を

受け付ける入札 

質問に対する回答（入札期間の５

開庁日前までに公開）に併せて違

算等を周知して続行 

質問に対する回答（入札期間の５

開庁日前までに公開）に併せて違

算等を周知して続行 

設計図書

への質問

を受け付

けない入

札 

参加可能

業者を特

定可能 

入札情報館で違算等を周知し、

電話等でも伝えて続行 

※ 入札期間の直前は、原則中止 

入札情報館で違算等を周知し、

電話等でも伝えて続行 

※ 入札期間の直前は、原則中止 

参加可能

業者を特

定不可能 

営繕工事……中止 

土木工事等……入札期間の５開

庁日前までに入札情報館で違算

等を周知して続行［試行］ 

測量・設計等……中止 

 

 

 

 

※ ４開庁日前からは中止 

営繕工事……中止 

土木工事等……入札期間の５開

庁日前までに入札情報館で違算

等を周知して続行［試行］ 

建築設計・設備設計……中止 

測量・土木設計・地質調査・補

償調査……入札期間の５開庁日

前までに入札情報館で違算等を

周知して続行［試行］ 

※ ４開庁日前からは中止 

※ 公平・適正な入札を確保できない場合は、いずれの場合でも中止します。 

※ 種目や格付等級を限定しない入札に参加する際は、入札前に京都市入札情報館の再確認をお願いし

ます。  
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２ 契約制度の運用の見直し 

(1) 工事のインフレスライド適用の運用の見直し（令和７年２月実施済み） 

 これまで、新設計労務単価の広報において、旧労務単価で積算された案件（労務単価改定

による変動がある案件）をインフレスライドの対象としていましたが、国のＦＡＱの明確化に

従い、令和７年度から、労務単価改定以外の価格水準に予期できない特別の事情による急

激なインフレーション等の発生による変動がある案件についても、残工期が基準日から２

か月以上あり、契約金額の変動見込み額が残工事費の１％を超える場合には、インフレス

ライドの協議に応じることとしました。 

 


